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は じめに

若 き生命に染み込んだ,よ き文学の滋養 は,よ き人生 を生 き抜 き,勝 ち抜 く力 となる。

文学は,人 間が人間 らしく生 きる糧 となって きた1)。

とは,『 世界の文学 を語 る』の中で,池 田大作先生が語 られている もので ある。文学の本来の

力,使 命 を明確に表 している言葉と思 う0若 き生命その ものの子 どもたちに視点をあてる と,

心が真 っ白で,柔 軟 な吸収力 と強い好奇心 をもち,ど ん どん変 わってい く成 長期真 っ盛 りの子

ども時代 に,多 くの良い文学 と出会 うことは,日 常生活では味わえない様 々な状況下で豊富な

感情体験 をもち,着 実 に自らのf(IL肉とし,人 格形成基盤の一つ となる と思 う。大人になってか

らもs柔 軟 に学 び続け,変 わ り続 けることは大切である と思 うが,根 本的な…番最初の 臼己形

成の段 階か ら,多 くの文学 と出会い,自 分づ くりの材料 をた くさん手に して 自らに組み込んで

いける子 どもは幸せである。私 自身,幼 い頃 に日本昔話の読み聞かせカセ ットテープを聴 きな

が ら,何 度 も絵本 を読んだこ とや,「 小 人0)話 」,「動物 の話」,「どろぼ うの話」等に分類 され

たグ リム童話 を,そ の 日の気分で選んでは繰 り返 し読んだこ と,図{・1_,j館に通っては多 くの本の

世界 に夢 中になったことなどよく覚えてお り,今 ふ りかえる と,そ こで初めて味 わった感動や

恐怖,悲 しみ などによって 自分の心が新たに開拓 され,経 験 として取 り入れ られていったの を

感 じる。

コンピュー タ ーJfl・代の子 どもたちに,読 書 をすすめようという呼びかけや,取 り組みが盛ん

になりつつある中で,あ らためて,読 番の どんな要素が子 どもたちの心の成長に必 要なのか,

また具体的に,文 学 から子 どもたちの心 にどんなメッセー ジが贈 られているのか という点にっ

いて,本 論文の取 り紅みで明 らかに していけた らと思 う。

一 .読 書 の 力

児童文学が子 どもたちの心 にどの ように影響するか を考 えてい くにあた り,ま ず,読 書 とい

う行為 によって,私 たちは何 を得 るのか という点についてほ りさげてい きたい。

1.他 者意識の形成 と読書

金川智恵 は,人 問を入間た らしめているのは,自 分 自身をも対象化 し,客 観的に自己を見つ

め る内的 コ ミュニケー シ ョンによる反省作用 であると述べ,内 的 コ ミュニケー シ ョンの中で

も,自 分 自身のことも,周 りの環境のことも,相 手の立場 にたって物事 をとらえる視点 を 「他

者性」 とし,社 会心理学者 ミー ドの 自我論 を引 きなが ら,他 者性 の発達があってこそ確 固とし

た自己の形成があ るとい うことを検証 している。以下,金 川の文を引用 する。

ミー ド(Mead,1934)は,「 われわれは,わ れ われにたいす る他 者の 関係 において他

者 を認識 で きないなら,自 分 自身 をもハ ッキ リ自覚するこ とはで きない」 と,自 己意識形

成における他者の役割を重視す る。 その 自覚 は,他 者の態度 をとることにおいて可能 にな
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る。(中 略)こ の内的コ ミュニケーシ ョンにおいて 自らが他 者 にな り,他 者が 自分 に向け

て くるであろう君動 を自らに差 し向けることが 「他者の態度を とる」ことなのである・(中

略)他 者か ら返って きた反応 を通 じて,自 分の行為の意味を知 るのである・その蓄積が 自

己概念の…つの形成 基盤 となる2)・

さまざまな経験 を通 して蓄積 された 自己概念 を拠 り所 として内的コ ミュニケーシ ョンは常 に

おこなわれ,私 たちは直面 している進行中の現実 に対 して,も っとも望 ましい と思われ る方向

に 自分 自身の行動 を選んでい くことがで きる。 また,そ の行動 の選択 に失敗が あった として

も,新 たな局面 に対す るf'1-1の機会 とすることができる・金川の言及す る他者意識 と自己形成

の関係 を考えた時,よ り多 くの他者 と出会い,関 わ り,経 験 を積めば積むほ どに,内 的コ ミュ

ニケー ションの経験 知 も深 ま り,さ まざまな環境 において も柔軟 に自分の行動 を適応 させてい

ける強い 自己 を形成 していけるとい うことを実感する。

読書 をす る時は,こ の内的 コミュニケー シ ョンが とりわけ活発にお こなわれる時 とい えるの

ではないだろうか。本の中の登場人物 という他者の行動,気 持 ちを追いなが ら,物 語 に生 じる

事件 を体験す る。同 じ川 来'組こ直面 しなが らも,自 分の感 じ方 と同時 に,他 者の感 じ方 も知る

ことがで きる。 また,自 分 と似た登場人物 に出会えば,他 者か ら見た 自分 を客観 的に見 ること

がで きる。金川 の述べ る 「他者の態度」 を多角的に体験 で きる と思 う。

また,和 田敦彦 は,読 書 と遊戯につ いて以下の ように述べている。

小説の読轡であれ,鬼 ごっこであれ麻雀であれ,そ れ は特定のルールや約束事が了解 さ

れた 世界への乗 り人れであるには違いない。 したが って私たちが遊ぶ とは,ル ール,す な

わち約 束事を了解 した複数の人 々の中に入ること,さ らにい えば,遊 ぶ とは,た とえそれ

が ・人で なされ る孤独 な営み に見え ようとも,ル ール(を 共有す る複数の人 々)を 想定

し,前 提 とする営みであるとい うことだ。遊戯 には,複 数の人 々,集 団を遊戯の参加者が

想定す る仕紅みが介在 している3)。

読書 は,著 者が想定す る,主 人公,時 代背景 などの 「約束事 」を認識 して本 に参加する・そ

こで,そ んな設定は嫌だ とiっ て しまえば,物 語は読め なくなって しまう。一人の孤独な作業

のようで,そ の物語内の約束事を示すi'1-1と,そ の約束 に従 って登場する複数の登場人物 たち

とのた くさんの他 者 との出会いが心の中にお こっている。 日常生活の中で,多 くの他者 と関わ

るこ とが一番他 者意識 を形成 させ るの は間違いないと思 うが,自 己 を他者 の視点か ら見ること

がで き,臼 己内にた くさんの他者が入 って くる読書 も,他 者意識の形成 に大 き く関わる といえ

る。

2.想 像の 自由と読書

近年,テ レビ ドラマや映 画では,漫 画や小説 の映像化が非常 に多 い。原作 ファンにとって

は,自 分の好 きな 甲:界を映像 として観ることので きる楽 しさがあ り,喜 びの声があ る一方で,

原作 に自身が抱いていたイメー ジと全 く違 う印象の仕上が りに納得が いかない という声が聞か

れるこ とも度々あることである。漫 画は絵で描かれ るため,ほ ぼ著者 のイメー ジ通 りに読み手

は受け とることがで きるだろう し,ii1L'fの描 くイメー ジもだいたい共有で きるもの と思 う。 し

か し,本 に関 しては,ど うだろうか。

大江健三郎 は,

小説 をつ くり川す行為 と,小 説を読み取 る行為 とは,与 える者 と受 ける者 との関係 にあ

るのではない。それ らは人間の行為 として,両 者 とも同 じ方向を向いているものである。

書 き手 と読み手 とは,小 説 を中においてむかいあ う,と いう構造 を示 しているものではな

い4)。
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と述べている。読書 とは,著 者の描いた世界・イメー ジ,意 見 を受 けとることのようであるが,

大江の意見 には考 えさせ られる。確かに,著 者が どんなに自分 の思い通 りに創作 して も,そ の

本 を どこまで読むか,ど うとらえ,イ メージす るかな ど,「 読み」 の主導権 は読者が持 ってい

るものであ り,自 分 のみが創 れる著者 との共 同作業 である。それ を映像化す る ことは,人 に

よって無数 に存在するイメー ジの中か ら一つ を選んで しまうことだか ら,賛 否両論が生 じるの

も当然 といえる。 、.

和 田は,読 書体験 と比較 しなが らビデオゲーム体験の 自由度の低 さ,没 入度について論 じて

いる。以下,引 用す る。

ビデオゲームは,一 見非常に 自由度が高 く,可 変性 に富んだメデ ィアであるかの ように

思 えて しまう。登場人物 の動 きや選択 にお う じて,内 容その ものが変化することさえある

のだか ら。 しか しなが ら,享 受者が介入す る,参 加する割合の大 きさとい うのは,必 ず し

も自由度の大 きさに一致 しない。(中 略)自 由にそこで提供 され る世界 を歩 くこ とはで き

ても,そ れはデザイ ンされたプログラムの制約の内 にある。選択する とい う行為 について

はい くつか選ぶことはで きても,選 択肢 は作 れない。あるいは選択 しなければ物語は動か

ない。そこには,活 字読者が,小 説の中で生 きることが できる と同時に,活 字 を用いて新

たな世界 を作 る という意味での 自由度はない。 ビデオゲームに特徴 的なのは,享 受者の参

入度の高 さを自由度の高 さと誤認 させる仕組みだ5)。

そ して,ビ デオゲームにおいては,プ レイヤーが どんな思想 を持 ってい ようと,ゲ ームの中

の法に従わなければな らず,読 書 にあたっては一番メイ ンとなる,描 かれた人物の思想や出来

事の展 開よ りも,「 システムに従属 し,一 体化 する」 ことに快楽 を感 じるように作 られている

として,そ の受動性 を指摘 している。

読書 は,視 覚的な手がか りがないか らこそ,読 者は想像力 を働かせ なければ物語を楽 しむこ

とがで きないため,能 動的に関わる ことが求め られる。 「快 楽」 の度合い はビデオゲ0ム に

はるかに及ばないだろうが,自 分が参加 した分だけ心 に得 るものも大 きい。 またそ こには,想

像力 を働かせ,そ こか ら新 しい自分 だけの世界を描 くことも,内 容に対 して賛 同も批判 もする

こ とが可能 な 「自由」が読者 に与 え られている ともとらえることがで きる。

前節において,他 者意識の形成における読書の役割について述べたが,人 の心 に他者性 を育

むの も,内 的 コミュニケー ションを行 うも,想 像力 によって なされ るといっていいだろ う。生

きてい くうえで,目 の前の現実 に対 して,自 分の行動が引 き起 こす結果 を想像す ることや,相

手の気持 ちを想像す ること,今 ある状態か ら前向 きな未来を想像す ることは,同 じ現実 の中に

あって も,心 の中が大 きく違 うため,最 終 的に現実 も大 き く変 えていける ように思 う。読書

は,さ まざまな環境,感 情 を体験 し,想 像力 を鍛 えて くれる現実の練習台の機能 も持 っている

といえるだろう。

二.昔 話はなぜ消 えないか

「桃太郎」,「赤 ず きん」,「こぶ と りじい さん」,「ヘ ンゼル とグレ0テ ル」,「オオカ ミと七匹

の子ヤギ」等,幼 い頃に聞いた昔話はた くさんあ る。生 まれ も育ち も人それぞれなのに,そ う

い う昔話 を聞いた ことがない,と い う人に私は今 まで会 ったこ とがない。 また,世 界各地で と

て も似 た内容の昔話が伝 え られてい る。考えてみれば,録 音機 もない,コ ピー機 もない時代か

ら,誰 が決めたわけでもないのに同 じ話が伝 え られ続 け,文 化 も人種 も違 う国で類似の話が語

られ るとい うのは,す ご く不思議 なことではないだろ うか。 それだけ多 くの人に受 け入れ られ
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る魅力や価値があるか らだ といえないだろ うか。 多 くの人が幼 い頃に,文 学作 品に親 しんでい

く最初 の一歩 として触れる:if・fI!話につ いて深める ことは,子 どもの心 をとらえる物語 にはどの よ

・うな要素が必要なのか とい う点 を考察す る手立 て となるのではないかと思 う
。

1.昔 話の構造的特徴

まず,昔 話 の構造的特徴 について,い くつかあ げていきたい6)。

一り 目に
,ス トー リーが 単純 で短 く,物 語全体 に一つのモチーフが貫かれてい ることがあげ

られる・ たいていいつ も,登 場 人物 たちは何 の前 触 れ もな く突如登場 し,話 はテ ンポ よ く進

み,登 場 人物の心理状態の詳 しい描写 はほとん どな く,い たって シンプルな構成 になってい

る。 これは,人 か ら人へliの みで語 り継がれて くる中で,長 い年月 をかけて,物 語の意味や重

要 な部分 だけが伝 わる最低 限の内容 だけ残 っていった と考え られる。

二つ 目は,「 お むす びころ りん,す っ とん とん」 の ように,呪 文の ような,歌 のような言葉

の繰 り返 し,同 じ展開パ ター ンの繰 り返 しが多 く見 られることである。 これに関 して も,文 字

として読 むよ りも,人 に よって語 られ る時 に聞 き手 を飽 きさせ ないための特徴 であ る とい え

る。

三つ 日に,物 語の内容 は,特 定の場所,時 間に関す る描写が な く,現 実 と非現実 との境界が

曖昧 とい うことがある・)階 々あ る ところに……」 とい う,ど れ くらい昔なのか,ど こら辺が

「ある ところ」 なのか とい うことが全 くわか らない まま物語 に入 ってい く,こ の現実 と非現実

との曖昧 さを リューテ ィは,「 ・次 元性」 とよんで いる。

四っ 目に,動 物や植物,道 具や天体 な どさまざまなものが擬 人化 され,人 間と同 じように登

場す る・ またそれぞれが 象徴的な意味 をもち,r;:人 と悪人,賢 人 と馬鹿 という極端 なコン トラ

ス トで配置 され,こ の擬 人化は,メ タフ ァー としての効果 も発揮 している と考 えられる。

/,読 み聞かせの良 さが改めて再確 認 されて きているが,昔 話は特 に,一一人で読む もの とい

うよ り,そ の話 を知 っている人か ら,知 らない人へ,大 人か ら子 どもへ,語 って もらうために

存在する文学であ り,そ の最低 限の ス トー リー構成 に どの ような味をつけるかは,す べて語 り

部と受け取 る柑1『次第で どのように も変化する といえるだろ う。

2.昔 話の発生～ユ ング派 の解釈

1¥話には,人 種 ・文化 を超 えて共イ∫で きる善悪の規範や,人 々に好 まれ るパ ター ンの ような

ものが 隠されているのではないか と冒頭 で述べたが,そ れは,昔 話の構造的特徴にあげた,そ

れぞれの物語{体 にIF!・かれてい るモチーフの存在にあてはまるように思 う。ユ ング派心理学の

昔話の発生に対する解釈 は,こ の点 を ・番明確 にす る説 である と思 うため,こ こで言及 した

いo

スイスの分析心理学 者ユ ングは,世 界中のtt-t.:t話や神話 などの昔話には,彼 が心理療法 におい

て分析する夢や妄想 な どの内容に も共通す る典型 的なイメージがあることに気がついた。その

ことか ら人間の無意識には9個 人が体験 しなが ら抑圧 して しまった個人的な無意識 と
,個 人の

経験 とは関係 な く,人 類 共通の 浮遍性 を もつ無意識 があ ると仮定 し,人 種 を超 えて共通の イ

メージ,表 象を 「元型(}r・chetype)」 の存在 として仮定 した。

河合隼雄 は,エ レンベ ルガーが 『無意識の発見』の中で,人 間の無意識の機能の一つには 「神

話産生機能」・つ ま りお話 をつ くる働 きが ある と述べ ていることをあげなが ら,誰 もが 自慢 話

や過去 のエ ピソー ド,噂 話な ど,白 分の 「得意のお話」 を持ってお り,そ れは何 度 も話 してい

る うちに,少 しずつ変貌 して.あ る種 の 「型」 を持 ち始めるこ とがあると指摘 している。その

時,語 る人間に とってノぐ1瞭 ことは,客 観的,具 体 的な現実 の様子 ではな く,そ の時の自分の

体験,感 動であ り,人 によって表現 は大袈裟になった り,過 少 になった り,変 わって くる もの
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である。一人の人の発する噂話,自 慢話 も,多 くの人の好む元型的表象,イ メー ジに変形 して

くる時,内 的な普遍性 を持 ち始め,多 くの人に語 り継がれる ようにな り,そ う語 り継がれ るう

ちに,「 昔 むか しあるところに 」 となってい く可能性 を持 ってい る。非現実的 なこと

が物語 られる昔話な ども,こ の ようなこ とか ら考 えると,あ る個人が何 らかの体験 を した時,

その経験 をで きる限 り直接的 に伝 えようとしてで きた話 であ り,そ の経験が元型的で,多 くの

人に受け入れ られ る普遍性 を もつため,時 代 を超 えて存在 し,ま た類似の話が世界各地で発生

していることも説明で きるということである7)。

人類共通の普遍性 をもつ無意識,元 型 とは,時 代,人 種,文 化等のあ らゆる壁 をこえて,た

だ何か を感 じる心 ・気持 ちをもって生 きているとい う一つの共通点 さえあれば共感で きる,面

白さ,自 然の法則,現 実の常,願 望,愛 情,夢 等の,い ってみれば 「みんなにしっ くりくる真

実」 とい うことだろ うか。河合 はそ ういうものを 「内的真実」 と述べている・それは目に見 え

ない,手 に もつ こともで きないが,私 たちは生 きてい く上でそれを必要 としている し,自 らの

心の中,自 分 たちの生 きる世界の中にそ うい うものがあることに気づかせて くれる刺激 となる

昔話 も,や は り人間に とって大事 な宝 なのだろう。

以上,本 章 を振 り返 り,な ぜ昔話 は子 どもの心 を捉 え,消 えないのか というこ とについて,

その理由を三点あげてみたい。

まず一つ 目には,幼 い子 どもか ら誰で もわか り,覚 えやす い簡単 さ,リ ズム感であ る。 その

簡単 さ,覚 えやす さ,聞 き手を楽 しませ る耳あた りの良い フレーズは,真 っ白な子 どもたちの

心にス ッと入 り,長 く心 に残 るだろう。

二つ 目に,人 と人 との交流の中で魅力 を発揮す ることであ る・前節 で も触 れたが,そ の単純

さが,内 容に も,語 りロに も,語 る人によって,様 々な肉づけ を可能に していて,人 の口か ら

語 られてこそ楽 しい構造 となっている。

三つ 目に,簡 単な中に,人 々の心 を捉 える内的真実(元 型)を 物語っているこ とである。簡

単 で,た だス トー リーを知るだけで も楽 しめる一方で,よ く思索す ると,深 い意味 をもってい

ることに気がつ く。子 どもたちは,そ の簡単 さにうまくカモフラージュされなが ら,自 分でそ

れ とは気がつかずに内的真実を感 じ取 り,物 語 は覚えやす く心 に長 く残 るので,大 人になって

も影響 を与 えている。昔話が消 えないのは,こ の点が.__.大 きい理由なのではないだろうか・

次章では,描 かれている内的真実 とは どんなものなのか をとりあげつつ,子 ども読者への心

的影響 を考えたい。

三.子 どもの心 と内的真実

本章では,具 体 的な物語のパ ター ンについて,ど んな 「内的真実」が描かれているのか,ま

た,子 どもたちはそこか らどんな心的影響 を受 けるのか について考 えてい きたい。

1.勧 善懲悪 と自己への信頼獲得

「桃太郎」,「シ ンデ レラ」,「ヘ ンゼル とグ レーテル」-jの 各地 に伝 わ る昔話 に して も,「 ハ

リー ・ポ ッター」,「指輪物語」等,今 人気の出ている児童文学作品に して も,様 々な敵 と戦い

勝つ物 語は多い。

シェル ドン ・キャッシュダ ンは,著 書 『お とぎ話 と魔女』の中で,

主なお とぎ話はそれぞれ,自 己の中の何か一つ,特 定の欠点や不健全 な素質をあつかっ

ているのであ り,そ の意味 は単 一的であ る。「むか し昔」 の向 こうに一歩入 り込 めば,す
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ぐにお とぎ話が 〈予どもの七つの大罪〉,す なわ ち,虚 栄 ・大食 ・羨望 ・性 欲 ・欺隔 ・貧

欲 ・怠惰 をあつかっていることがわかる。複数の 〈罪〉をあつかっているお とぎ話 もある

にはあるが,典 型的に中心 となるのは,ど れか一つ の罪にか ぎられる8)。

と述べている。例 として,「 ヘ ンゼル とグレーテ ル」 について考える と,家 に食べ物が ないた

めに子 どもたちは捨 て られ,空 腹 だった子 どもたちはお菓子 の家を夢中で食べ る。その家の持

ち主の魔女 につかま り,魔 女はヘ ンゼルを食べ るために太 らせ ようとする。 このス トー リー を

思 い浮かべ ると,食 料 と生命の維持 とい う問題が物語 を展 開 させ てお り,〈大食〉の罪が扱 わ

れている ということに気がつ く。 この ・貫 して扱われる罪の克服が,物 語 を幸福な結末に導 く

のである。

キャッシュダンはまた,お とぎ話の形成 を典型的な四部構 成の旅のかたちであるとし,旅 の

それぞ れの行程が 自己発兄に向か う途中の中継地点である としている。

まず,物 語の始 ま り,第 一部,新 しい世界への 「横断」の場面である。 シンデ レラは,継 母

や姉妹 にい じめ られ,妨 げ られ,舞 踏会 もお留守番で嘆 き悲 しむ。ヘ ンゼルとグレーテルは,

貧 しす ぎる生活のため両親に森の中に置き去 りにされる。 また,子 どものいない,お じい さん

とおばあ さんや,liと1三 妃の もとにや っとさずかる特 別な出生 を持つ子 どもな ど,た いていの

物 語は,あ るジ レンマ を抱 えた状態か ら始 まる。そ して,主 人公たちは,そ のジ レンマ を解決

するために,時 には生命の危機 にまで さらされ,突 然 に新 しい世界へ踏み出 してい く必要に迫

られ,物 語が始 まってい くのである。 この新 しい世界は,子 ども読者 も主人公 も慣 れ親 しんだ

世 界とは正反対に近 い,す べてが もの珍 しい,特 異な世界であ ることが多い。

この ことは私たちに,成 長するためには,現 状か ら飛び出 し,危 険 をおか して も新 しい世界

へ 出て行 くことが必 要であることを暗に伝えてい蓄 ともいえる。 また,現 状不満,悩 み,問 題

に気がつ いた時 こそ,次 の新 しい物語,ス テ ップへのス ター ト地点 に立つ ことがで きることを

人 はよく知 っているとい うことだろ う。

新 しい世界へ飛び出 した主人公には,新 しい相手 との出会 いが待 っている。第二部,「 遭遇」

の場面である。今 までに会ったことのない不思議 な生 き物,植 物,食 べ物 など,未 知の世界で

出会う ものは子 ども読者の心 をひ きつ ける。その中で一番はずせないのが,魔 女,鬼 怪物 な

ど,物 語のス ター ト時 に感 じた ジレンマの解決 を目指 して旅 を続けてい くためには,ど うして

も向かい合 わなければならない敵,邪 悪 な存在 との出会いである。 それは,グ リム童話 「ル ン

ペルシュテ ィルツヒェン」 の粉屋 の娘が,夜 明けまでにわ らを紡いで金に しなければならな く

なった場面の ように,突 然主人公 に課せ られた任務や試練 という形 になることもある。

そ して,第 三部 「征服」 では,遭 遇 した邪悪 な存在 と主人公 との戦いが繰 り広げ られる。一

番物語が盛 り上が り,読 者がひ きつけ られ る場面で もある。多 くの物語では,こ こで邪悪 な存

在 は敗北,死 をむか える。

悪 との生死 をかけた戦いののちにむか えるのが,第 四部 「祝賀」の場而である。敵 との戦い

に勝利 した後 にむかえる結婚,再 会,帰 還等,幸 福 な結末は,主 人公の成長,ジ レンマの克服

を象徴 している。

子どもた ちが昔話に触れてい くのは,鮮 明な感情体験がいつ まで も影響 を持ち続ける時期で

あ る。私た ち大人で もそうだが,特 に,子 どもたちは無意識に,登 場人物 の中に 自己 も持つ一

Ifilを発見 し,自 分の姿 とT:ね 合わせ る。

池田大作先生 は,

昔の物語 には,/一 どもや小男が,知 恵や機転 を使 って,巨 人を倒 した り,竜 をやっつけ

た り,敵 を味方 に変 える話が多い。 白分が小 さいか らだろうか,子 どもたちは,こ ういう
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物語 によって,「 自信」 をえるらしい・(中 略)人 間な らだれで も,自 分の道 を阻む 「鬼」

や 「巨人」や 「魔法使 いが出る森」 を持 っている。昔話は,そ れ らに必ず打ち勝 てるのだ

とい う励 ましを送って くれているようだ・ しか も理屈 で はな く,心 の奥底 に しみ とおる

「お話」のかたちで19)

と述べ られている。主人公が全 く普通の,何 の能力 も持たない,時 に弱 い立場 にあ るような,

より自分に近い存在であった時,物 語の展 開 とともに感 じる子 ども読者の感情体験,内 的葛藤

の リアル さは増す し,読 み終 えた後の心的収穫 は大 きなもの となる。それは,そ の物 語を好 き

になる度合 いにも,大 きく関係す るだろう。

また,子 どもたちを強 く引 きつけ,印 象深 い ものにす る物語 に欠かせないのは,手 に汗 に ぎ

る主人公 と悪 との戦いの場 面である。多 くの昔話 に登場す る,鬼,魔 女,継 母,お ばけ等は,

子 どもの内的葛藤 を引 き起 こ さず にはい られない存在 であ る。それは,そ れ らの悪役 が,単

に,主 人公を脅かす存在であるだけでな く,身 に覚 えのある感情が うず くような,子 どもたち

みんなが格闘 している忌 まわしい側面,欠 点 ・弱点の誇張 した姿 を現 しているか らであ り,そ

れが主人公 との格 闘の末に敗れる姿は,自 分の中の嫌な側面 を克服 する力が 自分の中にあるこ

とへの 自信 となる。

キ ャッシュ ダンは,次 の ように述べる。

お とぎ話の結末は一時的な ものである。魔女の死を通 して克服 されたはずの感情や性癖

はまた戻って くる。そんなときには,か たわ らに控 えていたお とぎ話が,ま た新 たに特別

な魔法の杖 をふる うことになる。子 どもが こうした話 を何 度 も繰 り返 して読むのはそのた

めである。魔女が死ぬたびごとに,子 どもは 自己不信ややっかいな性癖 を克服で きるとい

う自分の力に対する信頼感 を回復する。それは魔法の ような ものであるio)。

と述べている。

物語 によって,自 己の否定的側而に改めて気付 くと同II寺に,そ れに打ち勝つ力 も自己の中に

あるこ とを感 じ取 ってい く子 どもの心 をよ く表 している言葉 だろ う。

また,ベ ッテルハ イムは,

昔話は,モ ラルを子 どもたちに受 け容 れやす いような形で提 出す るのです。(中 略)教

訓 を垂れ ることな く,い わば子 どもたちの心 の血液の流 れの巾 にモ ラルを組み 込むので

すil)。

と述べている。勧 善懲悪の物語は,子 どもたち自身の内面 に関 してのみ ならず,悪 いものは負

け,正 しい ものが勝つのがあるべ き姿であ り,悪 い ものには直感的に不快に感 じるセ ンスの形

成 にあ る程度の貢献 をしていると思う。

2.不 幸な結末 と不安感

次 に,ハ ッピーエ ンディング とな らない物語について,そ の必要性 と,子 ども読者への影響

を考 えてみたい。

ヴェ レナ ・カース トは,悪 の種類によって,昔 話 を一般 的構 造の もの と,特 殊構造 のものに

分類 している12>。

まず,一 般的構 造では,物 語 の始 まりは,何 かが欠けた状態で始 まる。特別な木か ら実が盗

まれ る,国 に王女がいない,王 妃 に子 どもが生 まれないなど,こ の欠けている状態には,何 か

悪が関わっている。結末 まで読み,王 子が王になるな ど,主 人公の変化 した姿を見 ると,何 が

欠けていたのか(何 が悪い点だったのか)が ハ ッキ リし,は じめの状態の復元以上のハ ッピ0

エ ン ドとなる。 この欠けているものを補 うまでの道の りで悪 との対決 を経 なければ,次 の成長

段 階には至 らない。
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そ して,も う一つ,特 殊構造 とは,物 語の始 ま りの欠 けた状態 と,妨 げる力 との対決 は変わ

らないが,こ の対決が,成 熟や成長,つ ま りハ ッピ._._エン ドには通 じず,危 機的状況 から逃げ

出す のに,全 力 を尽 くさねばな らない。 ・般的構造 の物語 に比べ る と,は るかに数 は少 ない

・が,具 体的 に例 をあげれば,「 青髭」 「トルーデさん」 な どの衝撃 的な結末 をむか える ものがあ

てはまる。

一般的構造 に関 しては,キ ャ ッシュダンの旅の四部構成の考 え と似 てお り,物 語の最初 に欠

けている状態 とは,ジ レンマを抱 えた状態 といえる し,そ の状態 をひ きお こしている悪 とは,

ヒつの大罪の うちの どれか ・つのことであるととらえることがで きる。典型 的なハ ッピ0エ ン

デ ィング,勧 稗懲悪のパ ター ンだろう,,

一 方で
,読 者の願いむな しく,試 練 に くじけて しまうものや,主 人公があっさ りや られて し

まった り,命 か らが ら逃げおおせただけで,悪 役 は健在す るまま終 わって しまうもの も多数 あ

る。それが,特 殊構造の物語にあたる。

時 にそれは,読 者に9大 きな恐怖や悲 しみ の感情 を引 き起 こす ものであ り,残 虐 な描写のあ

る物語にいたっては,な んで もまっす ぐ心 に入 り,吸 収す る子 どもたちには強烈な衝 一7>と不安

感 を与 えるだろ う。 もともと,1キ 話は大人のために作 られ始め た とい う歴i史もあ り,キ ャ ッ

シュダンが,物 語の中で魔 女は壊滅 的に倒 されなければならない と強 く述べ るように,子 ども

たちにはハ ッピーエ ン ドの物 語だけを!'J一えるべ きだ という意見や,残 酷 な描写の ものは触 れさ

せ るべ きではない とい う意 見もある ようである13)。

しか し,そ の ような物語 も,!い イト月に耐えて残 り続 けるとい うこ とは,い つで もハ ッピー

エ ン ドとはいかない,そ こに語 られるこ ともまた,人 類 に とって普遍 的 な 「しっ く りくる真

実」の 一つの姿であ り。必 要があるか ら残って きたのであろう。

この ような,否 定的な感情をひきおこす作iillltについては特に,描 写が簡単で,現 実 と非現実

との境 界が曖昧,擬 人化 された登場人物が多い とい うような,昔 話 の構 造上の特徴が良い働 き

をす る。 昌話 を改めて今読む と,「 オオカ ミと ヒ匹のfヤ ギ」で は,オ オカ ミのお腹 に石 を詰

め込んで縫 って しま・)たり,「か ちか ち山」のたぬ きは背 中に火 をつ け られ た り,具 体的 にそ

の光 景を想像す ると,実 は怖い もの も多い,,し か し,そ れ らの昔話 を怖 い話 だったと記憶 して

大人になった人はほ とん どいないだろ う。描写が簡単なために イメージはあい まいなもの とな

る し,登 場する魔 女や,動 物たちは,現 実の1時界で は,存 在 しない し言葉を話 した りしない。

自分たちの生活 にもあ りそ うで恐ろ しい ・1`件が登場人物 たちの身に起 こ り,自 分 たちが同 じ状

況 におちいった ら,登 場 人物 と同 じように反応 して しまうか もしれない という不安感 をか きた

てる物1i.fillであって も,そ の現実 との距離感が予 どもたちの心へ の衝撃 を和 らげるク ッションと

なる。文字のみの表現 だか らこそ,目 の前に映像化 されるよ りも,じ っ くりと,そ の意味 を消

化 しなが らうけ とることが でき,個 人に よっては,心 の中でその話 を拒 否す ることも,加 工す

ることもで きる。 読みなが らも現実ではない ことを意識の どこかにおいて読む ことがで き,か

つ描かれている内的真実は強烈に予どもたちの心 にせ まって くるのである。

3.母 親像の二面性

児 竜文学 には物 語が展開 してい くきっかけとなる存在 が,女 性 であることが多い。特 に昔話

につ いて その傾111Jは顕 著であ り,男 性の果たす役割 は女性 に比べ る と少 ない もの ばか りであ

る。「白雪姫」を例にあげて 考えると,iモ 人公 を幸せ に導 く一i三子様 の登場 は全 くの偶然であ り,

継 母にい じめ られる娘の姿に,全 く関心 をもっていないのか,気 がつかないのか,父 親は何 も

関わってこない。{:人 公をい じめた りt殺 そ うとした りす る継 母は,も とは実母 として描かれ

てお り,衝 撃 をやわ らげ るために継 母に変え られた とは よく聞 く話である。 これ は,母 と子 の
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関係 の重要 さ,子 どもの成長において女性 の果たす役割の大 きさを表 しているといえる。

河合隼雄著 『昔話 の深層』では,昔 話 に登場す る女性 たちは,慈 悲深 くや さしい母親像 と,

恐 ろしい魔女や継母などの姿 をとる二つの傾 向があるとして,そ の極端 な両面性を 「母性」の

肯定的側面 と否定的側面の表れであるとしている。以下,引 用する。

母性 はその根源において,死 と再生の両面性 をもっている。つ まり,生 み育てる肯定的

な面 と,す べ てを呑み こんで死 に到 らしめる否定的な面をもつのである。人間の母親も内

的にはこの ような傾向 をもつ ものであ る。肯定的な面 はす ぐ了解 で きるが,否 定的な面

は,子 どもを抱 きしめ る力が強す ぎるあま り,子 どもの 自立をさまたげ,結 局は子 どもを

精神的な死 に追いやっている状態 として認め られ る。両者 に共通な機能 として,「 包含す

る」 とい うことが考え られるが,こ れが生 につなが るときと,死 につながるときと両面 を

もつのである14)。

これは母親の一般的傾向で もあるが,昔 話にでて くる母親像は 「人問ばなれ」 した極端な恐

ろしい姿 をしているように,ユ ング派心理学では,個 人的な母親像 を超えて,人 間の心の深層

にこのような表象を産出す る可能性が存在する と仮定 し,母 なるものの元型 として,太 母(グ

レー トマザー)と 呼んでいる。

母性 のや さしさ,慈 悲深 さなどの 肯定的な面が世間の母親像 の 「公認の倫理」 となると,母

性 の否定的側面 とい う現実 には 目を向け られ な くなる・昔話に登場す る・継 母や・魔女たち

は,そ のようにして見えな くなっている母性 の否定的現実を,「 拾 いあげ保存 してゆ く機能」

をはたす。それ は 「公的な倫理 を補償す る民衆の知恵」だと河合は述べている・一章,:二章と,

肯定的物語 と,否 定的物語それぞれを見て きたが,ハ ッピーエ ン ドの物語がある…方で,残 虐

な物語,悲 しい物語 の存在的価値 を認め るf=i葉ではないだろ うか。

この ことを,子 どもの母親か らの 自立 という面か ら考える。赤ちゃんにとって・母親は,4k

きてい くためにすべて与えて くれ,不 快 なものをとりのぞ き,愛 して くれる,こ の世の善の根

源 として,そ の姿 は肯定的な面の元型的な母親像を表 している・ しか し,母 親も人間であるか

ら,い つで も子 どもの思い通 りとい うわけにいかない・子 どもは成長す るにつれて・善のかた

ま りであるはずの母親に失望や恐れを見て,矛 盾 に気がついてい く。継母や魔女たちは,母 性

の否定的側面 とい う内的真実を子 どもたちに暗に伝 えs継 母:や魔女が死ぬ,殺 される姿は,母

親か らの自立の必要を無意識 下に感 じさせる。 また,母 親の中に見ていた肯定的な母親像1否

定的な母親像は,し だい に自分 自身の一つの体の中にも,肯 定1t1`」側 面,否 定1翁勺側面があること

へ の理解へ とつながってい く。河合 は,

男性 も少 し注意深 くあれば,自 分の心の深層にうごめいてい るグ レー トマザーのはたら

きを意識す ることがで きるであろう。 われわれは自分の能力 も省みず,何 事であれ自分で

「抱 きこみ」,「かかえこもう」 として,そ れが不可能 と解 った途端 に,棄 て去ろうとし,

死 に追いやろうとしなか ったであろうか。われわれは誰かを世話 し,育 てるという美名に

隠れて,そ の自立をさまたげていないだろうか15)。

と述べ,グ レー トマザーの元型的な心の働 きの具体的な姿をわか りやす く示 している。

おわ りに

今回の研究によって,読 書 は,子 どもたちの心 にとって,自 己の内面に立ち返 らせ,他 者の

存在,ま た他者の他者である自分 の存在 を意識 させた り,自 分 の中に日々まきおこっている感

情,自 分の生 きている環境への理解 をうながす ことで,自 己理解に大 き く関与 し,そ の上に,
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自分の力への 白信,コ ミュニケー ションの方法等の生 きる知恵を身 につけ させる機能 を持 って

いる とい うことがわかった。

また,自 分 自身がIll=から気になっていた昔話の発生の不思議 について,「 内的真実」「元型」

の存在 とい う納得 のい く解釈 を見出す ことがで きた。 そ して,長 く人 々に受け入れ られ,読 み

継がれる作品の要 素,子 どもたちの成長 にとって良書 とな りうる物語の要素について,自 分 な

りの視点 をつ くることがで きた。

収穫 は多かったが,一 一一方で,浅 く手広 く取 り上げが ちであったため,さ らに深 く研究 したい

部分が多 く残 って しまった。三の 「子 どもの心 と内的真実」の章では,物 語 のパ タ0ン や,そ

こか らうける心象 は 匿界各国それぞれの文化や,国 民性 によって多少 の違 いが あるであろ う

し,そ こまで踏み込 んで研究で きた ら良かったか とも思 う。 また,昔 話だけでな く,現 代 の

作 品について も,具 体的に と りあげ,元 型 を探 り当て なが ら分析 を してみ て も良か った と思

う。

私たちは,人 種,ii語,時 代,思 想主義 などで 自分の所属 グループをつ くり,他 人 と区別 し

たがる。それが 白己意識の確立につ なが っているともいえるが,そ の 目の前の現実に固まりす

ぎて生 きに くくなっているのか もしれない。内的真実 とい うものの存在を自分の中で とらえよ

うとす る と,あ らゆる壁 をとびこえてすべての人の心 に通ず る生命の法則や,私 たちの頭では

決め付 け られない無限のlll'能性があ ることを実感す る とともに,そ れ を明確 に し,根 本にお

き,あ らゆる国の人 々に,ま た教育,文 化,芸 術 等あ らゆる分野 において広が りを もち
,発 展

してゆ く創価 の人間iこ義,生 命瞭厳のIEし さを再確認する思いである。
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